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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨
　幼児期の食生活は，将来の食生活の土台となるものであり，この時期から適切な習慣を身につける必要がある。しかし，幼児の
食事には，野菜摂取量の不足など様々な課題があるため，幼児に家庭で食事を提供する保護者への栄養教育が必要である。
近年，共働き世帯の増加や育児・食生活に関する情報の入手方法の変化などの子育てを取り巻く環境が変化しており，このよう
な状況に応じた対応が求められている。そこで，幼児の母親を対象に，健康な食事提供につなげるための栄養教育の提案を目
指し，以下4つの研究を行った。
<研究1> 母親の食生活リテラシーと健康的な食事提供
　幼児をもつ母親1899人を対象にWeb調査を実施し，母親の食生活リテラシーと健康な食事提供の関連を調べた。その結果，
食生活リテラシーの高い母親は健康な食事提供を行っていた。母親の食生活リテラシーを高めることの重要性と食生活リテラ
シーの低い母親に対するわかりやすく簡単な情報提供の必要性が示唆された。
<研究2> 夕食における幼児の野菜摂取量別の食事内容の特徴
　121人の幼児を対象に5日間の写真を用いた食事調査を実施した。推奨される野菜量の食事内容を検討するため，夕食の野
菜摂取量で幼児を3群に分け，食事内容の特徴を比較した。野菜摂取量の多い幼児は，夕食1食あたりに5種類の野菜を摂取
し，1食あたりに少なくとも1つの副菜を摂取し，野菜の生もの，汁物，煮物等の料理を高頻度で摂取していた。
<研究3>幼児をもつ保護者の野菜料理の提供量や頻度の増加を目指したリーフレットの利用可能性の検討
　研究1・2で得られた結果をもとに，保護者の野菜料理の提供量や頻度の増加を目指したリーフレットを作成し，利用可能性の
評価を行った。リーフレットの理解度は高く，リーフレットの内容を実践したいと思う保護者の割合が高かったことから，リーフレット
の利用可能性が示された。
<研究4>限られた時間の中で食事を準備する対策と野菜料理の提供
　幼児をもつ母親400人を対象にWeb調査を実施し，先行研究やフォーカスグループインタビューをもとに作成した限られた時間
の中で食事を準備する対策に関する項目をたずねた。探索的因子分析と確証的因子分析により，「計画的な献立作成と買い
物」「簡便化食品の活用」「つくりおき」の3下位尺度13項目の尺度を作成した。野菜料理の提供頻度との関連を調べた結果，「簡
便化食品の活用」を実施する者は，野菜料理の提供頻度が低いこと，「つくりおき」を実施する者は，野菜料理の提供頻度が高
いことと関連することを示した。さらに，「簡便化食品の活用」を実施していたとしても，「つくりおき」と組み合わせて実施すること
で，野菜料理の提供につながることを示した。

　学位論文審査には，食品栄養科学領域の先生方に審査にあたっていただいた。第1回審査委員会（2021年12月15日）で，論
文内容は審査を受けるに十分であることが評価され，2022年1月18日，口頭発表が行われた。その後，審査会で指摘を受けた事
項について，修正された論文が提出された。審査委員の質問・指摘について，的確に対応し修正されていたことを確認し，審査
委員会は公開審査会を行うことを決めた。公開審査会は2022年1月26日に開催された。発表内容においても前回の指摘事項が
修正され，質疑応答も，的確に回答した。その後開催した審査会（2022年1月26日）にて，審査委員会は本論文に対して，以下
の点を評価した。
1. 幼児をもつ母親の健康な食事提供と食生活リテラシーの関連を示し，母親の食生活リテラシーに配慮した教育媒体として，
リーフレットを作成したこと
2. 幼児をもつ母親の野菜料理提供量や頻度の増加につながる実践的な結果を示したこと
　本研究に関する研究成果は，すでに筆頭著者として，国際誌（査読あり）のHealth Promotion International（2021, 36 (3), 641-
648)および国内誌（査読あり）の栄養学雑誌（2021，79（6），345-354）で発表されている。

以上を総合して，本審査委員会は，本論文を，本学大学院人間文化創成科学研究科における博士（学術）(Ph. D. in Nutrtion
Education)の学位を受けるにふさわしいと判断した。
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